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地域未来投資促進法の概要

地域未来投資促進法は特定の分野で地域の特性を生かして、高い付加価値を創出し、地域
の事業者に対する相当の経済的効果を及ぼす牽引事業を促進することが目的です

地域未来投資
促進法とは

「地域未来投資促進法」は、地域の特性を生かして、高い付加価値を創出し、地域の事業者に対する相当の経済的効果を及
ぼす「地域経済牽引事業」を促進することを目的とする法律

出所：経済産業省地域経済産業グループ「地域未来投資促進法について」2020年1月、meti.go.jp/policy/sme_chiiki/miraitoushi/file/miraitoushi-gaiyou.pdf（2022年6月22日アクセス）

https://www.meti.go.jp/policy/sme_chiiki/miraitoushi/file/miraitoushi-gaiyou.pdf
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ワークショップ構成

3回のワークショップを通じて、未来法に基づく宜野湾市の基本計画の策定に向けた議論を行
います

時期

第1回

令和4年6月24日

第2回

令和4年8月4日

第3回

WSの
ゴール

【論点①】
RESAS*等の分析を通じて
地域特性を明らかにする

【論点②】
地域を牽引する事業とその牽
引想定企業を明らかにする

【論点③】
牽引事業の経済効果を

明らかにする

WS
コンテンツ
（案）

▶ RESASおよび統計情報による
地域課題分析結果の共有
【主な分析テーマ】

▶ 地域経済循環、人口、観光、
産業、まちづくり

▶ 分析を見据えた地域特性の議
論

▶ 第1回WSで選定した地域特
性におけるあるべき姿（案）
の共有

▶ あるべき姿を実現する上で必
要な事業について議論

▶ 第1、2回の総括および、事業
の経済効果の報告

議会
調整

令和4年9月7日
9月
以降

牽引事業において何の地域特性を活
用するか明らかにする（要件1）

牽引事業がどれだけの付加価値を生み
出すのか明らかにする（要件2）

売上、雇用数のいずれかにおいてどれだけの経
済的効果が見込まれるか明らかにする

（要件3）

基本計画
（承認要
件）との
関係性

＊ RESAS：内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局および経済産業省が提供提供する地域経済分析システム。
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第1回WSのスコープ

ワークショップ第1回では、促進区域、地域の特色を踏まえ、宜野湾市における促進分野、地
域特性について議論をします

地域
特性

宜野湾市における促進分野

既に強みのある分野

地域で育成しようとする分野

観光・スポーツ・文化・まちづくり ヘルスケア・教育サービス

第4次産業革命

地域の特色
▶ 地理的条件
▶ インフラの整備状況
▶ 産業構造
▶ 人口分布等

促進区域
▶ 行政区画単位で定める

技術

情報

インフラ

観光資源 特産物 人材

第1回WSの
ゴール

①宜野湾市における促進分野を決定する
②促進分野における地域特性の候補を抽出する

地域牽引事業地域牽引事業

地域牽引事業

促進
分野

牽引
事業

宜野湾市として育成していきたい分野

地域特性の例

（近隣地域、類似自治体と比較して優位）

• 産業の集積

• 観光資源

• 特産物

• 技術

• 人材

• 情報

• インフラ

• 自然環境（観光資源除く）

促進分野および地域特性を抽出
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促進分野および地域特性の検討アプローチ

RESASを活用し地域経済の全体像の把握、強みのある分野を検討した後、育成分野の検
討、そのために活用する地域特性についての議論を行います

検討内容検討ステップ 概要 RESAS分析画面

促進
分野
選定

全体像を
把握する

強みのある
分野の検討

既に強みのある促進分野

地域経済循環の流出入の
観点で特徴を把握

◼ 所得の循環状況やどこから所得が流入／流出しているのか、地域経済循環の構
造を把握する

◼ 地域経済循環図

地域で稼いでいる
産業を把握する

◼ 宜野湾市における付加価値額の高い産業を把握する
◼ 宜野湾市の雇用を支えている産業を把握する

◼ 全産業の構造ー付加価値額
（企業単位）
ー従業員数（事業所単位）

得意な
産業を把握する

◼ 付加価値構成比の大きい産業の中から稼ぐ力の大きい（=修正特化係数が高
い）「比較優位」産業を把握する

◼ 付加価値構成比の大きい産業の中から稼ぐ力の大きい（=労働生産性が高い）
「絶対優位」産業を把握する

◼ 生産分析（企業単位）
◼ 労働生産性（企業単位）

地域外から稼いでくる
産業を把握する

◼ 産業別の移輸出入から、地域外から所得を得る産業を把握する
◼ 生産分析（移輸出入収
支）

地域の核となる
産業を把握する

◼ 影響力係数と感応度係数から他産業に与える影響が大きいとともに、他産業から
受ける感応度係数も大きく、地域の取引の核になっている産業を把握する

◼ 生産分析（影響力・感応度
係数）

地域で育成する産業
分野の把握

◼ 優位な産業ではないが、地域外から所得を得るとともに、地域の取引の核となって
いる産業を把握する

◼ 宜野湾市で今後注力していく産業を把握する

地域で育成しようとする促進分野

ー

地域特性の把握
促進分野における
地域特性を把握する

◼ 各促進分野における地域特性について議論する

地域特性

ー

RESAS活用

育成分野の
検討

出典：日本政策投資銀行、価値総合研究所 『地域経済循環分析の手法と実践』（ダイヤモンド社、2019年）を基にEY作成
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地域経済循環図（宜野湾市）

生産では3次産業が非常に大きな割合を占めている。分配の約4割が地域外から流入してい
る一方、支出は地域外へ約4割が流出していることから、地域経済循環率が低くなっている

地域経済循環での
全体把握 地域で稼いでいる産業 得意な産業 地域外から稼いでくる産業

強みのある分野の検討

地域の核となる産業

出所：RESAS「地域経済循環マップ」、resas.go.jp/regioncycle/#/map/47/47205/2/2015（2022年6月22日アクセス）にEY加筆

通勤等
412億円流入

財産所得、企業所得、
財政移転等659億円

流入

政府支出、
移輸出-移輸入等
925億円流出

民間投資
143億円流出

1,603億円

3次産業
1,603億円

https://resas.go.jp/regioncycle/#/map/47/47205/2/2015
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地域経済循環図（宜野湾市）

地域未来投資促進法の目的の1つである、地域を牽引する付加価値の高い事業を創出する
ことを踏まえ、地域経済循環図では特に生産に焦点を当てます

地域経済循環での
全体把握 地域で稼いでいる産業 得意な産業 地域外から稼いでくる産業

強みのある分野の検討

地域の核となる産業

出所：RESAS「地域経済循環マップ」、resas.go.jp/regioncycle/#/map/47/47205/2/2015（2022年6月22日アクセス）

https://resas.go.jp/regioncycle/#/map/47/47205/2/2015
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産業分類ごとの付加価値額（宜野湾市）

宜野湾市の付加価値創出においては、3次産業が生み出す付加価値が非常に大きいことが
わかります

3

次
産
業

2

次
産
業

1

次
産
業

1,603億円

240億円

3億円

出所：RESAS「地域経済循環マップ」、resas.go.jp/regioncycle-production/#/production-
industry/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/47/47205/2/0.0/2015/2/1/-/-/-（2022年6月22日アクセス）

地域経済循環での
全体把握 地域で稼いでいる産業 得意な産業 地域外から稼いでくる産業

強みのある分野の検討

地域の核となる産業

https://resas.go.jp/regioncycle-production/#/production-industry/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/47/47205/2/0.0/2015/2/1/-/-/-
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• 付加価値額の上位を占めており、かつ未来法の促進分野と対応する産業
として、観光関連産業（小売業、娯楽業、飲食店）、教育関連産業
（教育、学術研究専門・技術サービス）、情報通信業（情報サービス
業）が挙げられる

• 観光関連産業（小売業、娯楽業、飲食店）、教育関連産業（教育、
学術研究専門・技術サービス）、情報通信業（情報サービス業）は、地
域の従業者数（事業所単位）の構成割合においても上位を占めている

宜野湾市において、地域で稼いでおり、かつ未来法の促進分野に対応する産業として、観光
関連産業、教育関連産業、情報通信業が挙げられ、これらは地域の雇用も支えています

付加価値額の産業構造（宜野湾市）

教育関連産業観光関連産業 情報通信業

小売業

小売業

娯楽業

飲食店

情報
通信業

学術研究
専門・技術
サービス

飲食店

小売業

小売業

娯楽業

情報通信業

教育
教育

学術研究
専門・技術サービス

教育

地域経済循環での
全体把握 地域で稼いでいる産業 得意な産業 地域外から稼いでくる産業

強みのある分野の検討

地域の核となる産業

出所：RESAS「産業構造マップ」、resas.go.jp/industry-
all/#/map/47/47205/2016/2/4/2/-（2022年6月22日アクセス）にEY加筆

出所：RESAS「産業構造マップ」、resas.go.jp/industry-
all/#/map/47/47205/2016/2/7/2/- （2022年6月22日アクセス）にEY加筆

地域経済循環での
全体把握 地域で稼いでいる産業

https://resas.go.jp/industry-all/#/map/47/47205/2016/2/4/2/-
https://resas.go.jp/industry-all/#/map/47/47205/2016/2/7/2/-
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生産分析：付加価値額ベース（修正特化係数）

観光関連産業、教育関連産業、情報通信業は、全国と比較しても付加価値構成割合が高く、
宜野湾市の得意な産業であると言えます

全国と比較すると得意な産業

地域経済循環での
全体把握 地域で稼いでいる産業 得意な産業 地域外から稼いでくる産業

強みのある分野の検討

地域の核となる産業

出所：RESAS「地域経済循環マップ」、resas.go.jp/regioncycle-production/#/production-
industry/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/47/47205/2/0.0/2015/2/1/03/30/- （2022年6月22日アクセス）にEY加筆

https://resas.go.jp/regioncycle-production/#/production-industry/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/47/47205/2/0.0/2015/2/1/03/30/-
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労働生産性ー飲食料品小売業、その他の小売業

付加価値額が大きい「飲食料品小売業」と「その他の小売業」は、全国および県全体と
同程度の稼ぐ力を持っています

2,719千円/人

3,185千円/人

2,752千円/人

宜野湾市 沖縄県平均 全国平均 宜野湾市 沖縄県平均 全国平均

3,523千円/人 3,473千円/人
3,722千円/人

• 飲食料品小売業の労働生産性は、沖縄県平均より約50万円低いが、
全国平均と比べるとほぼ同水準

産業：卸売業、小売業＞飲食料品小売業

考察

付加価値額の大きい「飲食料品小売業」（2016年付加価値額(企業単位) 中分類 2位）と「その他の小売業」（ 2016年付加価値額(企業単位) 中
分類４位）は、県全体および全国と同程度の稼ぐ力を持っていることがわかる

産業：卸売業、小売業＞その他の小売業

• その他の小売業*の労働生産性は、沖縄県平均とほぼ同水準で、全国
平均と比べるとやや低い

*主として家具、じゅう器、医療品、化粧品、農耕用品、燃料、書籍、文房具、時計、楽器、たばこ、中古品など
の他に分類されない商品を小売りする事業所が分類される

地域経済循環での
全体把握 地域で稼いでいる産業 得意な産業 地域外から稼いでくる産業

強みのある分野の検討

地域の核となる産業

出所：RESAS「産業構造マップ」、resas.go.jp/municipality-
labor/#/graph/47/47205/2016/I/58/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.
7783316/-（2022年6月22日アクセス）

出所：RESAS「産業構造マップ」、resas.go.jp/municipality-
labor/#/graph/47/47205/2016/I/60/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.
7783316/-（2022年6月22日アクセス）

https://resas.go.jp/municipality-labor/#/graph/47/47205/2016/I/58/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/-
https://resas.go.jp/municipality-labor/#/graph/47/47205/2016/I/60/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/-
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労働生産性ー娯楽業

付加価値額が大きい「娯楽業」は、全国よりは低く、県全体よりは高い稼ぐ力を持っています

4,293千円/人

3,521千円/人

5,396千円/人

宜野湾市 沖縄県平均 全国平均

産業：生活関連サービス業、娯楽業＞娯楽業

• 娯楽業の労働生産性は、沖縄県平均よりも約80万円高いが、全国平均よりは約100万円低い

考察

付加価値額の大きい「娯楽業」（ 2016年付加価値額(企業単位) 中分類 3位）は、全国よりは低いが、県全体よりは高い稼ぐ力を持っていることがわかる

出所：RESAS「産業構造マップ」、resas.go.jp/municipality-labor/#/graph/47/47205/2016/N/80/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/-（2022年6月
22日アクセス）

地域経済循環での
全体把握 地域で稼いでいる産業 得意な産業 地域外から稼いでくる産業

強みのある分野の検討

地域の核となる産業

https://resas.go.jp/municipality-labor/#/graph/47/47205/2016/N/80/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/-


4.15 5.00 13.300.004.155.0013.30

13

労働生産性ー飲食店

従業者数の最も多い「飲食店」は、全国よりは低く、県全体とは同程度の稼ぐ力を持っています

1,425千円/人

1,629千円/人

1,865千円/人

宜野湾市 沖縄県平均 全国平均

産業：宿泊業、飲食サービス業＞飲食店

• 飲食店の労働生産性は、沖縄県平均よりも約20万円低く、全国平均よりも約40万円低い

考察

従業者数（事業所単位）の最も多い「飲食店」（ 2016年従業者数(事業所単位) 中分類 1位）は、全国よりは低いが、県全体とは同程度の稼ぐ力を
持っていることがわかる

出所：RESAS「産業構造マップ」、resas.go.jp/municipality-labor/#/graph/47/47205/2016/M/76/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/-（2022年6月
22日アクセス）

地域経済循環での
全体把握 地域で稼いでいる産業 得意な産業 地域外から稼いでくる産業

強みのある分野の検討

地域の核となる産業

https://resas.go.jp/municipality-labor/#/graph/47/47205/2016/M/76/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/-
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労働生産性ー学校教育

付加価値額が大きい「学校教育」は、全国および県全体と同程度の稼ぐ力を持っています

4,370千円/人
4,609千円/人

4,875千円/人

宜野湾市 沖縄県平均 全国平均

産業：教育、学習支援業＞学校教育

• 学校教育の労働生産性は、沖縄県平均よりも約20万円低く、全国平均よりも約50万円低い

考察

付加価値額の大きい「学校教育」（ 2016年付加価値額(企業単位) 中分類 5位）は、県全体および全国と同程度の稼ぐ力を持っていることがわかる

出所：RESAS「産業構造マップ」、resas.go.jp/municipality-labor/#/graph/47/47205/2016/O/81/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/-（2022年6月
22日アクセス）

地域経済循環での
全体把握 地域で稼いでいる産業 得意な産業 地域外から稼いでくる産業

強みのある分野の検討

地域の核となる産業

https://resas.go.jp/municipality-labor/#/graph/47/47205/2016/O/81/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/-
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労働生産性ー技術サービス

「技術サービス業（他に分類されないもの）」は、全国よりは低く、県全体とは同程度の稼ぐ力
を持っています

4,337千円/人
3,959千円/人

5,756千円/人

宜野湾市 沖縄県平均 全国平均

産業：学術研究、専門・技術サービス業＞技術サービス業（他に分類されないもの）

• 技術サービス業（他に分類されないもの）*の労働生産性は、沖縄県平均よりも約40万円高いが、全国平均よりは約140万円低い

*主として個人または事業所に対して獣医学的サービス、土木建築に関する設計や相談のサービス、商品検査、計量証明および写真制作などの、他の大分類に分類されない技術的なサービスを提供する事業所が分類される

考察

「技術サービス業（他に分類されないもの）」は、全国よりは低いが、県全体とは同程度の稼ぐ力を持っていることがわかる

出所：RESAS「産業構造マップ」、resas.go.jp/municipality-labor/#/graph/47/47205/2016/L/74/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/-（2022年6月
22日アクセス）

地域経済循環での
全体把握 地域で稼いでいる産業 得意な産業 地域外から稼いでくる産業

強みのある分野の検討

地域の核となる産業

https://resas.go.jp/municipality-labor/#/graph/47/47205/2016/L/74/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/-
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労働生産性ー情報通信業

「情報サービス業」は全国および県全体と比較しても稼ぐ力が非常に低い一方で、
「映像・音声・文字情報制作業」は全国よりも高く、県全体と同程度の稼ぐ力を持っています

1,873千円/人

6,724千円/人

30,375千円/人

宜野湾市 沖縄県平均 全国平均 宜野湾市 沖縄県平均 全国平均

2,201千円/人

2,487千円/人

1,835千円/人

• 情報サービス業の労働生産性は、沖縄県平均よりも約490万円低く、
全国平均よりも約2,850万円低い

産業：情報通信業＞情報サービス業 産業：情報通信業＞映像・音声・文字情報制作業

• 文字情報制作業の労働生産性は、沖縄県平均よりも約30万円低い
が、全国平均よりは約40万円高い

考察

「情報サービス業」は全国と比較し稼ぐ力が非常に低く、県全体と比べても低い傾向にあるが、一方で「映像・音声・文字情報制作業」は全国よりも高く、県全
体と同程度の稼ぐ力を持っていることがわかる

出所：RESAS「産業構造マップ」、resas.go.jp/municipality-
labor/#/graph/47/47205/2016/G/39/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.
7783316/-（2022年6月22日アクセス）

出所：RESAS「産業構造マップ」、resas.go.jp/municipality-
labor/#/graph/47/47205/2016/G/41/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.
7783316/-（2022年6月22日アクセス）

地域経済循環での
全体把握 地域で稼いでいる産業 得意な産業 地域外から稼いでくる産業

強みのある分野の検討

地域の核となる産業

https://resas.go.jp/municipality-labor/#/graph/47/47205/2016/G/39/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/-
https://resas.go.jp/municipality-labor/#/graph/47/47205/2016/G/39/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/-
https://resas.go.jp/municipality-labor/#/graph/47/47205/2016/G/41/2/0.0/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/-
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生産分析（移輸出入収支）

教育関連産業、その他サービス業（娯楽業を含む）、宿泊・飲食サービス業、情報通信業は
地域外から稼ぐ力を持つ産業です

地域外から稼いでいる産業

出所：RESAS「地域経済循環マップ」、resas.go.jp/regioncycle-production/#/balance-
industry/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/47/47205/2/0.0/2015/4/1/03/30/-（2022年6月22日アクセス）にEY加筆

地域経済循環での
全体把握 地域で稼いでいる産業 得意な産業 地域外から稼いでくる産業

強みのある分野の検討

地域の核となる産業地域の核となる産業

https://resas.go.jp/regioncycle-production/#/balance-industry/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/47/47205/2/0.0/2015/4/1/03/30/-
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影響力・感応度分析

小売業、その他サービス（娯楽業を含む）、宿泊・飲食サービス業、情報通信業はすべて
影響力係数が1を超えており、調達先である他産業にも波及する力を持ちます

小売業
影響力係数：1.07
感応度係数：1.05

宿泊・飲食サービス業
影響力係数：1.15
感応度係数：0.89

その他のサービス
（娯楽業を含む）
影響力係数：1.02
感応度係数：1.16

影響力係数と
感応度係数

１

影響力1以上
他の産業に与える影響が大きい

（生産波及）

⚫影響力係数：当該産業に対する新たな需要が、全産業（調達先）に与える影響の強さを示す
⚫（参考）感応度係数：全産業に対する新たな需要による当該産業が受ける影響の強さを示す

情報通信業
影響力係数：1.17
感応度係数：1.36

出所：RESAS「地域経済循環マップ」、resas.go.jp/regioncycle-production/#/scatter/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/47/47205/2/0.0/2015/1/1/-/-/-（2022年
6月22日アクセス）にEY加筆

地域経済循環での
全体把握 地域で稼いでいる産業 得意な産業 地域外から稼いでくる産業

強みのある分野の検討

地域の核となる産業地域の核となる産業地域外から稼いでくる産業

https://resas.go.jp/regioncycle-production/#/scatter/10.13699111208023/26.2818612/127.7783316/47/47205/2/0.0/2015/1/1/-/-/-
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全体像把握・強みのある分野の検討 まとめ

RESASの分析から得られた宜野湾市の特徴は下記のとおりです

検討ステップ

促進
分野
選定

全体像を
把握する

強みのある
分野の検討

概要 分析から得られた宜野湾市の特徴

地域経済循環の流出入の
観点で特徴を把握

▶ 生産では3次産業が非常に大きな割合を占めている。分配の約4割が地域外から流入している一方、支出は地域外へ
約4割が流出していることから、地域経済循環率が低くなっている

地域で稼いでいる
産業を把握する

▶ 地域で稼いでおり、かつ未来法の促進分野に対応する産業として、観光関連産業、教育関連産業、情報通信業が挙げ
られ、これらの産業は従業者数も多く、地域の雇用も支えている

得意な
産業を把握する

＜比較優位＞
▶ 観光関連産業、教育関連産業、情報通信業は、全国と比較しても付加価値構成割合が高く、宜野湾市の得意な産業
である

＜絶対優位＞
▶ 飲食料品小売業、その他の小売業、学校教育は、付加価値額が大きく、全国および県全体と同程度の稼ぐ力を持つ

▶ 娯楽業は、付加価値額が大きく、全国よりは低く、県全体よりは高い稼ぐ力を持つ

▶ 飲食店は、従業者数が最も多く、全国よりは低く、県全体とは同程度の稼ぐ力を持つ

▶ 技術サービス業（他に分類されないもの）は、全国よりは低く、県全体とは同程度の稼ぐ力を持つ

▶ 情報サービス業は、全国および県全体と比較しても稼ぐ力が非常に低い一方で、映像・音声・文字情報制作業は、全
国よりも高く、県全体と同程度の稼ぐ力を持つ

地域外から稼いでくる
産業を把握する

▶ 教育関連産業、その他サービス業（娯楽業を含む）、宿泊・飲食サービス業、情報通信業は地域外から稼ぐ力を持つ

地域の核となる
産業を把握する

▶ 小売業、その他サービス（娯楽業を含む）、宿泊・飲食サービス業、情報通信業はすべて影響力係数が1を超えており、
調達先である他産業にも波及する力を持っている

▶ 情報通信業は全産業の中で最も感応度係数が高く、他産業の需要伸長に受ける影響が大きい

地域特性の把握

育成分野の
検討

強みのある
分野の検討

出典：日本政策投資銀行、価値総合研究所 『地域経済循環分析の手法と実践』（ダイヤモンド社、2019年）を基にEY作成
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育成分野の検討

未来法に基づき宜野湾市で促進対象とすべき産業として、既に強みのある観光関連産業およ
び教育関連産業、また今後伸ばしていく産業として情報通信業などが挙げられます

地域特性（例）

情報通信業

第4次
産業革命関連

教育関連産業

観光関連産業
（小売、娯楽、飲食店）

観光・スポーツ・
文化・まちづくり

ヘルスケア・教育サービス

技術

情報

インフラ

観光資源 特産物

人材

XXXXXXXXその他政策上
注力したい産業

（あれば議論させてください）

既
に
強
み
の
あ
る
産
業

今
後
伸
ば
し
て
い
く
産
業

未来法における促進分野

情報

現状の売上等の伸び率や自治体による当該産業や分野への支援（補助金等）を定量
的に捉える必要有
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地域特性の把握

対象産業の促進のために活用できる地域特性について議論させてください

産業の集積

観光資源

特産物

技術

人材

情報

インフラ

自然環境
（観光資源除く）

✓ XX

✓ XX

✓ XX

✓ XX

✓ XX

✓ XX

✓ XX

✓ XX

種別 宜野湾市における地域特性 種別 宜野湾市における地域特性

情報通信業教育関連産業
観光関連産業

（小売、娯楽、飲食店）

その他政策上
注力したい産業

（あれば議論させてください）

促進対象とする産業

そのために活用できる地域特性（＝近隣地域、類似自治体と比較して優位なもの）
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地域の特性について

【参考】地域特性の事例

① 【地域の特性】甲地域の航空機関連産業等の産業の集積 【活用戦略】成長ものづくり

② 【地域の特性】乙地域のA大学、B研究機関等の人材 【活用戦略】第四次産業革命

③ 【地域の特性】丙地域のC自然公園等の観光資源 【活用戦略】観光

④ 【地域の特性】丁地域のりんご等の特産物 【活用戦略】地域商社

近隣自治体、類似自治体との比較優位についても議論

出所：経済産業省 地域経済産業グループ 地域未来投資促進室「地域未来投資促進法における基本計画のガイドライン」2022年10月、
meti.go.jp/policy/sme_chiiki/miraitoushi/file/kihonkeikaku-guideline-2010.pdf （2022年6月22日アクセス）

https://www.meti.go.jp/policy/sme_chiiki/miraitoushi/file/kihonkeikaku-guideline-2010.pdf


4.15 5.00 13.300.004.155.0013.30

23

ワークショップ構成

3回のワークショップを通じて、未来法に基づく宜野湾市の基本計画の策定に向けた議論を行
います

時期

第1回

令和4年6月24日

第2回

令和4年8月4日

第3回

WSの
ゴール

【論点①】
RESAS等の分析を通じて
地域特性を明らかにする

【論点②】
地域を牽引する事業とその牽
引想定企業を明らかにする

【論点③】
牽引事業の経済効果を

明らかにする

WS
コンテンツ
（案）

◼ RESASおよび統計情報による
地域課題分析結果の共有
【主な分析テーマ】
• 地域経済循環、人口、観光、

産業、まちづくり

◼ 分析を見据えた地域特性の議
論

◼ 第1回WSで選定した地域
特性におけるあるべき姿
（案）の共有

◼ あるべき姿を実現する上で
必要な事業について議論

◼ 第1、2回の総括および、事
業の経済効果の報告

議会
調整

令和4年9月7日
9月
以降

牽引事業において何の地域特性を活
用するか明らかにする（要件1）

牽引事業がどれだけの付加価値を生み出
すのか明らかにする（要件2）

売上、雇用数のいずれかにおいてどれだけ
の経済的効果が見込まれるか明らかにする

（要件3）

基本計画
（承認要
件）との
関係性



4.15 5.00 13.300.004.155.0013.30

24

地域牽引企業は、宜野湾市の内部環境だけでなく、顧客・周辺自治体の動向を踏まえて検
討することで、より具体的な施策の検討に結び付けることができます

宜野湾市 地域牽引事業検討の方向性

地域牽引企業

第2回ワークショップで議論

第2回WSスコープ
P

政治的要因
▶ 国際緊張
▶ コロナ禍政策

E
経済的要因
▶ レジャー・
外食消費減

▶ 巣ごもり需要増

S
社会的要因
▶ 新しい生活様式
▶ 多様な働き方
▶ 家族、友人との
集い増

T
技術的要因
▶ AI活用普及
▶ 非接触型

ITサービスの普及

Collaborator
協力自治体、連携企業

City
宜野湾市

強み
▶ 沖縄の玄関口である那覇からの近さ
▶ 県内有数のコンベンション施設、
オーシャンリゾートエリア

▶ スポーツコンベンション

弱み
▶ 通過型観光が多く、
市内滞在時間が短い

▶ 市内の回遊性に課題

3C
（ミクロ環境）

Customer
住民・観光客

機会
▶ テレワーク、ワーケーション、
２拠点生活等の新たな滞在需要

▶ コロナ禍明けリバウンドによる
短期観光の急増

脅威
• 国際緊張による入国者減
• コロナ禍長期化

機会
▶ 北谷町、浦添市と共同での
西海岸地区開発

▶ 基地関連施設の返還・開発

①

PEST
（マクロ環境）

外部環境

促進分野

地域特性
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